


天橋立を世界遺産にする会　会員募集！
　

　「天橋立を世界遺産にする会」は、平成 19 年の設立以来、天橋立の価値を多くの人に伝え、世界遺産登録に

向けた気運醸成の取組みを行ってきました。世界遺産登録までの道のりは、とても長く厳しいものですが、私た

ち一人ひとりが、より深く学び、愛し、伝え、次世代に引き継いで

いくことが大切だと考えています。

　天橋立を世界遺産にする会の活動に、参加、応援をお願いします。

 

天橋立を世界遺産に 検索

◆ 天橋立名勝 100 年記念式典 ◆
 
午後１時から１時 30分
みやづ歴史の館２階　文化ホール

 

◆ 天橋立世界遺産講演会 ◆

午後１時 45分から４時
みやづ歴史の館２階　文化ホール
 

開会あいさつ
講演１　朝賀　浩　先生
　「国宝雪舟筆「天橋立図」と文化財の保護継承」
講演２　稲葉信子　先生
　「日本における世界遺産登録の歩みと天橋立」
質疑応答
閉会
　

※   新型コロナウイルス感染拡大のため、中止となる場合が
　ございます。天橋立を世界遺産にする会のHPでご確認く
　ださい。
※    駐車場は「道の駅 海の京都 宮津（浜町パーキング立体
　駐車場）」をご利用ください。５時間無料。

■ 講師紹介 ■

朝賀　浩
Asaka Hiroshi
宮内庁長官官房
参事官

中世日本宗教絵画史専攻。
大阪市立美術館主任学芸員、文化庁主任調査
官、京都国立博物館学芸部長を歴任し現職。
文化財保護行政に携わる中で、絵画修理、模
写、被災文化財救援等に関与してきた。

稲葉信子
Inaba Nobuko
筑波大学名誉教授
国際機関 ICCROM 事務局長
特別アドバイザー

建築学、文化遺産学専攻。
世界遺産については、日本が世界遺産条約を
批准した 1992 年からユネスコ世界遺産委員
会での条約運営に関わる総合的な議論、個別
の世界遺産の登録、保全のための仕事に国内
外で関わってきている。

◆ 名勝 100 年とは？ ◆
　令和 4年度は、天橋立が「史蹟名勝天然紀念物保存法」に基づいて三保松原（静岡
県）などとともに、名勝に指定されてから 100 年という節目の年に当たります。当時
の天橋立は、観光資源として注目を集めていましたが、名勝指定により自然環境や歴
史的な景観が一体的に評価され、観光開発と文化財保護がバランスよく進められる契
機となりました。
　まさに名勝指定は、現在も続けられる天橋立の保全活動の原点として重要な意味を
もち、今後の取組みの指針になると考えます。さらに本年度は、天橋立の特別名勝指
定から 70年の節目の年に当たることから、宮津市では「天橋立名勝 100 年、特別名
勝 70年記念事業」を展開し、天橋立への理解と愛着を深める機会としていきます。

△ 天橋立に建つ「名勝　天橋立」碑（「大正 13 年 9月建設」と刻まれる）


